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1  は  し め  に

アルファルファの定着のためには,刈取管理が重要な問

題として指摘されている。特に播種当年並びに播種翌年に

おける株数の低下は,アルファルファの定着の上で大きな

阻害要因となっている。このため播種当年及び次年度の秋

期刈取管理が草生に及ぼす影響について検討した。

2試 験 方 法

ll)試験地 外山 :高標高地 外山分場 標高720771
滝沢 :低標高地 本場   標高250771

② 供試品種 外山(サ ラナック )滝 沢 (ナ ツヮカバ)
3)試験区
1)試験 I(播種年 昭和60年 )
試験区として ,外山,滝沢双方に春播き 2回刈り区と晩

播 1回刈りの区を設けた。播種期は春播き区が外山 5月 14

日,滝沢 5月 13日 ,ま た晩播区は外山 7月
'日
,滝沢 7月

10日である。春播き区の1番草刈取は,開花%の時期に行っ

たが ,外山は 8月 22日 ,滝沢は 8月 7日 であった。最終刈

取は,各試験区とも9月 中旬 ,下旬,10月 上旬 ,中旬の 4

時期に行い,更に無刈取区を設け比較した。

2)試験Ⅱ(播種翌年 昭和61年 )
最終刈取間隔 (最終刈取 1回前の刈取時期から最終刈取

までの期間 )は ,40日 と60日 の 2処理とし,こ れに最終刈

取時期を組み合わせた。

3結   果

ll撮終メ1取と株数 ,収量への影響

最終刈取時期の違いによる株数 ,収量への影響は,高標

高地,低標高地いずれにおいても認められた。特にその影

響度合は,播種当年の方が顕著であり,高標高地の方が影

響が大きかった。そして越冬率,収量に及ぼす影響として

は,最終刈取間隔が短いはど越冬率 ,収量が低下すること

が認められた。特に外山では播種当年 2回刈りした場合刈

馴間隔力流分確保されないため,株数は最終メ1取が 9月 中 ,
下旬では

“

株/席まで大幅に減少 した。 2年次においても

刈取間隔の違いによる影響が認められ,高標高地の外山で

は40日 より60日間隔の方が影響が少なかった。

12)株数,越冬率並びに 1番草収量に及ぼす要因

図: 播種 1年 目の最終刈取時期と
越冬率並びに1番草収量

図2 播種 2年目の最終刈取時期と
越冬率並びに 1番草収量

播種年 2回刈りでは,外山,滝沢とも越冬率,翌春収量
について,各種要因による有意差が認められた。播種年 2

回刈処理において,各種要因との相関をみたが,外山にお
いて越冬率に影響している要因は,最終刈取間隔並びに最
終刈取間隔積算気温,刈取後の積算気温であった。また越
冬率は翌春収量に大きく影響していた

`最
終刈取間隔積算

気温では13℃以上の日の積算気温が草丈伸長,越冬率等と

相関が高かった。同様滝沢でも刈取間隔並びに最終刈取間

隔積算気温,メ 1取後の積算気温と越冬率との間に有意の関

係が認められた。

13メ」取時期と根部貯蔵養分の推移

最終刈取後の草丈推移を見ると,外山は播種年の60年は

'月
中旬 ,61年では 9月 下旬までの刈取では伸長がみられ
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るが ,その後の刈取では再生が遅く,伸長がみられない。

一方根部TAC(還元糖 )の推移を見ると,60年では10月
上旬 ,61年は ,月 下旬以降の刈取ではメJ取後のTACの急
激な低下が見られない。また無刈取では,こ の時期はTA
Cの蓄積が進んでいることがうかがわれた。メリ取をした場

合TACが低下し,無刈取では蓄積が見られる時期は 5℃

以上の日の積算気温で ,おおむね400～ 200℃の時期であ

る。この200℃ に達する時期は半旬平均気温では ,11～ 10

℃の時期であった。

表 1 外山の秋期刈取時期と根部貯蔵養分 (TAC%)の推移ならびに草丈伸長

〕:刈取間隔 (播種 1年晩播は播種日からの日数 )刈 取後積算気温 :5℃以上の日
):刈取処理時期

理

２８７
２‐‐
１４６
・
価
２８７
２‐‐
１４６
・

注  〔
(

4 ま  と  め

最終刈取時期の違いによる株数,収量への影響は,播種

年において,ま た高標高地において顕著であり,更に刈取

間隔 (積算気温 )の多少で更に大きく影響が出る。

望ましい秋期刈取管理を行うためには,次のような点に

留意することが必要と思われる。

(1最終番草の刈取は,品種間差もあるが生育が停滞して

くる平均気温13℃の時期から,刈取をすると貯蔵養分の低

下が見られるおおむね10℃までの期間の刈取を (刈取危険

帯 )2)避けることが望ましい。

12)播種当年は最終番草の刈取FBH隔は60日以上確保するこ

ととし,平均気温13℃低下時期までにこの日数を確保でき

ないとき,又は草丈で45続以下の場合は無刈取で越冬
1)さ

せることが望ましい。

02年次以降,平均気温13℃低下時期までに,番草間の
生育日数力不足しているときは,刈取危険帯の時期を避け ,
生育停止時期 (5℃ )までに60日以上確保して刈取するこ

とが望ましい。しかし高標高地では,積雪が少ない年次も

あり,刈取すると品種によっては凍害により枯死率が無刈

取より高まるので留意する必要がある。
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